
● 農産物価格の騰落率（過去3年間）

農産物価格の反発は⾷品価格反発の原因。
出所︓Investing.comのデータをもとに筆者作成
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● イランとイスラエル、イランが⽀援するイスラム武装組織「抵抗の枢軸」の直近の動き

イスラエルは各所から攻撃を受けている。⽶国の⽀援で防戦中。
出所︓各種資料およびmap chartを⽤いて筆者作成 イラストはPIXTA
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● 2022年以降の⾦（ゴールド）・原油・⽶国株⾼の背景（筆者イメージ）

リーマンショック後の⻄側の対応やSNSの普及などが 分断や⾦・原油⾼の⼀因。
出所︓筆者作成
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● イランの原油輸出量と財政収⽀均衡に必要な原油価格

制裁はイラン経済を窮地に追いやっている。窮⿏猫を噛む→ホルムズ海峡封鎖︖
出所︓各種資料およびOPECのデータより筆者作成
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